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第１回 小名浜港周辺エリアにおける
防災・交通対策協議会

令和７年10月６日

＠イオンモールいわき小名浜４F イオンホール



１. はじめに
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協議会の到達目標、運営プログラム（案）

１. はじめに

◆全４回の議論を通して、スタジアム整備も含めたエリア開発の視点から、必要な取組事項をハード・ソフ
ト両面から議論を実施。

【防災・交通対策協議会プログラム（案）】

時期 主な議事テーマなど

第１回
2025/10/6 （月）

1700～

●キックオフ
●小名浜エリアの現状について
●交通量調査の概要について
●ハワイアンズスタジアム利用者に対するアンケート調査について
●意見交換

第２回
2025年11月
上旬～中旬
（調整中）

●アクアマリンパーク周辺における将来の駐車需要について
●最大クラスの津波発生時の避難のあり方について
●今後のインフラ配置（主に駐車場、津波避難施設、移動手段）のあり方について
●意見交換

第３回
2025年11月下旬

～12月
（調整中）

●交通量調査の結果について（平日・休日結果）
●調査結果を踏まえた交通混雑対策の方向性について
●アクアマリンパーク周辺のインフラの整備パターンについて
●意見交換

第４回
2026年３月
（調整中）

●整備パターンの比較と今後の取組の進め方について
●取組メニューと官民での役割分担について（今後のまちづくりのマスタープラン）
●意見交換



２. いわきFC・新スタジアム構想の現状



■いわきFC・新スタジアム整備スケジュール

2022
(R4)

2023
(R5)

2024
(R6)

2025
(R7)

2026
(R8)

2027
(R9)

2028
(R10)

2029
(R11)

2030
(R12)

2031
（R13）

J2ライセンス

①2025年６月までに｢場所・予算・整備内
容｣を備えた具体的な計画を提示

②2027年11月までに着工

現在の状況
・現行のハワイアンズスタジアムは、Ｊ３基準
・Ｊリーグの「例外規定」を適用し、Ｊ２リーグに参戦中
・Ｊリーグが定める基準を満たすべく計画策定中

J3

震災から20年の
節目の年

③遅くとも2031年開幕までに完成

J1?    J2?

2031シーズン
新スタジアム

J1ライセンス（ライセンスは毎年更新の必要有）

ハワイアンズスタジアムをホームスタジアムとして使用

①～③が期限までに対応できなかった場合、Ｊ３に降格
（保有施設（ハワスタ）のスペックに即したライセンスとなる）

【Step１】
2025.6

【Step２】
2027.11

【Step３】
2031シーズン
開幕

R7.3.28
整備候補地の公表

J2

２. いわきFC・新スタジアム構想の現状

２.１いわきFC・新スタジアム整備について
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■スタジアム候補地に「小名浜港」を選定した理由
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【主な理由】
〇国のスマートベニュー
・街の中核施設
・周辺のエリアマネジメント
・スタジアムを点ではなく、地域全体を面でとらえる
・多機能複合型施設、サステナブルな交流施設
○市
・福島県の重要な海の玄関口
・都市計画上、広域拠点の位置づけ
・賑わいや観光振興を支える「交流拠点」
○理想のスタジアム４要件
・アクセス、屋根、ビジネスラウンジ・高速通信設備、
フットボールスタジアム
→特にアクセスにおいて、地域資源との掛け算により、経済効果
が上がる場所

○新スタジアム検討委員会「IGUP」ユースプロジェクトの意見
・地域の資源を借景として共有でき、浜通りのシンボルとなる場所

「小名浜港の区域」を整備候補地として選定
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２. いわきFC・新スタジアム構想の現状

２.１いわきFC・新スタジアム整備について
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■イメージパース

２. いわきFC・新スタジアム構想の現状

２.１いわきFC・新スタジアム整備について
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■具体的な市の関わり

○小名浜港周辺エリアの価値向上に向けた可能性調査の実施

スタジアムの整備等を契機とした周辺エリアの観光交流やインバウンドの充実、 
防災・交通機能の向上などについて調査・検討を行う。

◆防災・交通対策 ◆都市基盤の検討 ◆公民の役割検討 ◆更なる賑わいの創出 など

○企業版ふるさと納税等の活用

市外に「本社」のある企業からの寄附を募り、新スタジアム整備等へ活用する。
※ふるさと納税（個人版）の活用についても検討

募集開始：令和７年７月15日～

○庁内のプロジェクト推進体制の構築

令和７年度においては、防災・交通対策や都市基盤整備など組織横断的な
検討を行うため、検討チームを設置。

２. いわきFC・新スタジアム構想の現状

２.２新スタジアムへの市の関わりについて
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パシフィックコンサルタンツ㈱

小名浜港周辺エリアの価値向上に向けた可能性調査

スタジアムの整備等を契機とした周辺エリアの観光交流やインバウンドの充実、
  防災・交通機能の向上などについて調査・検討を行う。
■更なる賑わい創出に向けた広域交流拠点形成に係る基盤整備基本方針の設定
■交通・駐車場対策の検討
■都市基盤整備配置計画の作成
■公民の役割分担の検討
■都市基盤整備基本計画の作成

防災・交通対策協議会 年４回程度

小名浜港周辺エリアにおける防災・交通課題と解決策、役割のオーソライズ

【実施方針】
○適切な交通需要設定による快適で利便性の高い都市基盤整備方針の検討
○市民・来訪者の生命を守る防災・減災対策、スタジアム側に求める計画・設計
条件も整理しながら、公民が連携した防災力向上に向けた取組の整理

（地域・周辺企業・行政など）
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※構成員については、別紙参照

２. いわきFC・新スタジアム構想の現状

２.３小名浜港周辺エリアにおける防災・交通対策協議会について
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３. 小名浜エリアの現状
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3.１小名浜エリアのまちづくりの経緯

3. 小名浜エリアの現状

【津波避難に対する現状の考え方】（項目：14pt）

2018年6月 イオンモールいわき開業

1998年7月 「いわき・ら・ら・ミュウ」オープン
⇒ 2011年12月 復旧オープン
⇒ 2025年 9月 道の駅としてオープン

2017年4月 「小名浜マリンブリッジ」開通

2008年4月 「小名浜さんかく倉庫」オープン（４棟）
⇒ 2011年12月 復旧オープン（２棟）

出典：地理院地図をもとに加筆

アクアマリンパーク
（いわき小名浜みなとオアシス）

小名浜港背後地
震災復興土地区画整理事業

2015年1月 貨物ターミナル移転

þ ȑɓȋ È2019 É

2000年7月 「アクアマリンふくしま」オープン
⇒ 2011年7月 復旧オープン

１号埠頭

２号埠頭

３号埠頭

◆1990年代より順次施設整備が行われるとともに、震災復興に伴う区画整理事業を通じて、現在の姿
に至っている。なおアクアマリンパークは2005年4月「いわき小名浜みなとオアシス」に登録されている。

2017年4月 鹿島街道 延伸・拡幅

W3

W1

E1

E2 E3 E5

E4
E6

W2
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3.１小名浜エリアのまちづくりの経緯

3. 小名浜エリアの現状

◆小名浜エリアは、重要港湾小名浜港やアクアマリンパークと市街地の一体的なまちづくりを推進
するため、各まちづくりに関する計画を策定

【小名浜地区まちづくり計画】（H17.3策定）

『海が感じられ、歩くのが楽しくなるまち、ほっとポートおなはまの創造』
○ 「海」、「港」の雰囲気を活かした「海が感じられるまち」
○ 「歴史」、「自然」を活かした潤いのある「人間主体のまち」
○ 地域の特性を効果的に活用し、回遊性のある「歩くのが楽しくなるまち」

【小名浜港背後地開発ビジョン】（H22.11 策定）

『にぎわいや、小名浜ならではの情報が集積し、受発信される“交流・回遊の潮
目”を形成』
○ 多様な機能を有する複合交流拠点づくり
○ 港湾背後地の特徴を活かした商業サービス拠点づくり
○ 小名浜の新しい玄関口づくり

【第二次都市計画マスタープラン・いわき市立地適正化計画】（R元.10策定）

『賑わい溢れる港湾都市としての魅力向上に挑戦し続ける都市づくりを目指す』
○ 市内の主要な拠点(広域拠点)として位置づけ
○ 工業、流通・港湾、商業・業務機能を集積により形成。この他、観光レクリエーション機能等を集積
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3.2 小名浜市民会議「港まち 小名浜のグランドデザイン」

３. 小名浜エリアの現状

◆2001年、2011年に「港まち小名浜のグランドデザイン」がそれぞれ策定された。約
20年に渡る取組を総括しながら、2022年には第３期計画を策定した。

◆第３期計画では、全11のまちづくりのテーマを掲げ、アクアマリンパーク周辺のにぎわ
いエリア内に４つのテーマが設定されている。

◆一部にハード施設整備に関する方針も位置づけられており、これらの方針を踏まえな
がら議論を進めるとともに、具体的な連携も模索。

【グランドデザインにおけるまちづくりのエリアとテーマ】

アクアマリンパーク

✓ さんかく倉庫（３号、４号）の再生
✓ イベントなどの運営に必要な設備整備

マリーナ

✓ プチマリーナ（船着き場）の設置

多機能スタジアム

✓ スタジアム整備のビジョンづくり
✓ 多機能型スタジアムの建設
（+公共交通機関の乗り入れ）

大型客船

✓ クルーズ船の寄港誘致
✓ 大型客船寄港のための条件整備

（資料：第３期 港まち小名浜のグランドデザイン）
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3.３ 小名浜エリア各施設の入込客数の推移

3. 小名浜エリアの現状

◆いわき市の観光入込客数は、コロナ禍からは大幅に回復したものの、震災以前の状況までは戻り切って
いない状況となっている。

◆「アクアマリンふくしま」や「いわき・ら・ら・ミュウ」についても、観光入込客数は着実に回復傾向にあり、今
後の入込客数の増加を目標としている。

【いわき市 観光入込客数の推移】
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【アクアマリンふくしま 観光入込客数の推移】

【いわき・ら・ら・ミュウ 観光入込客数の推移】

70
ÈȻȋɓɜș ǻǽÉ

180
ÈȻȋɓɜș ǻǽÉ

10  850
ÈR6ÔƷȂǀ ǱǔǘǂǽȼȡɐɜÕǻǽÉ



81.0%

8.8%

10.1%

28.2%

17.7%

54.1%
40.0%

24.9%

35.1%
45.3%

15.3%

39.4%

3.３ 小名浜エリア各施設の入込客数の推移

3. 小名浜エリアの現状

◆来訪者について、「アクアマリンふくしま」「いわき・ら・ら・ミュウ」は市外からの来訪が過半数を占めてい
る一方、「イオンモールいわき小名浜」は市民利用が過半数を占めている状況にある。

52.8%

12.8%

34.5%

Ð Ñ
È4 É

【居住別来訪者】

45.4%

15.4%

39.3%
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23.9%

13.7%62.4%
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17.8%

55.3%
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35.3%

21.2%

43.5%

Ð Ñ
È4 É

Ð Ñ
È4 É

Ð Ñ
È8 É

Ð Ñ
È8 É

71.8%

14.5%

13.7%

71.0%

11.1%

17.9%

63.5%
17.0%

19.5%

「市外」からの来訪が５割前後 「市外」からの来訪が7割強
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ン
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・
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わ
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小
名
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¥ ¥ ¥

「市外」からの来訪が５～６割 「市外」からの来訪が６～７割

「市内」からの来訪が７～８割 「市内」からの来訪が６～７割

（出典：マチレポ）
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3. 小名浜エリアの現状

◆各施設とも休日を中心とした利用がなされている。特にイオンモールいわき小名浜の集客力が大きく、
長時間滞在者も多くなっている。

◆来訪者が最も多い時間帯は休日14時ごろで、この前後の時間の交通負荷が最も高いと想定される。

【来訪者数推移（2025年7月）】
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来
訪
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数
（
千
人
）

アクアマリンふくしま いわきら・ら・ミュウイオンモールいわき小名浜

【時間帯別来訪者数（2025年7月） 】 【滞在時間（2025年7月） 】

イオンモールいわき小名浜
休日平均2.5万人程度

いわきら・ら・ミュウ
休日平均6千人程度

アクアマリンふくしま
休日平均4.5千人程度

14時が来訪ピーク

イオンモール、アクアマリンは
長時間滞在者も多い

ら・ら・ミュウは
1時間未満の滞在が中心

（資料：マチレポ）

3.３ 小名浜エリア各施設の入込客数の推移



3.３ 小名浜エリア各施設の入込客数の推移

3. 小名浜エリアの現状

【人口推計（H31(R1) 年度 ～R6年度】

◆入込客数の増加に向けては、いわき市及び小名浜地区の足元人口が減少傾向にあることから、新たな
ターゲット層として、コロナ禍から回復・増加傾向にあるインバウンド需要の取り込みやスタジアム整備
を契機とした各施設間の連携強化など、新たな起爆剤の導入が望まれる。

【いわき市における外国人宿泊者数の推移（H30～R5年）】

（出典：いわき市人口統計H31～R6年度）
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（出典：いわき市観光まちづくりビジョン（R6改訂））

新型コロナウイルス感染拡大の影響により
落ち込むものの、2021年→2023年で約4.4倍に増加

足元人口については、直近６年で５％程度減少
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3.4 小名浜エリアの交通実態

◆いわき市の自家用車分担率は約8割と高いが、アクアマリンパーク近傍で混雑度1.0を超える路線は小
名浜四倉線のみ。

◆物流交通も多いが、小名浜港のR5年の取扱貨物量は、ここ10年で緩やかに減少傾向。

【アクアマリンパーク周辺における道路交通状況】
【通勤・通学時交通手段別割合】

（いわき市住民）

【小名浜港の取扱貨物量の推移】

3. 小名浜エリアの現状

（地理院地図を加工）

資料：令和3年度 全国道路・街路交通情勢調査（交通量、混雑度）
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資料：国勢調査（令和2年）
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資料：港湾統計（各年）
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1,674 1,630 1,663 1,624 1,592 1,591 1,621 1,609 

1,503 

0

500

1,000

1,500

2,000
ṕ Ṗ

主な企業
集客施設

▼参考：混雑度と交通状況

資料：道路の交通容量（日本道路協会）

混雑度 交通状況の推定

1.0
未満

飽和時間 0, Q/C<1.0
昼間12時間を通して、道路
が混雑することなく、円滑に
走行できる。渋滞やそれに伴
う極端な遅れはほとんどない。

1.00
～

1.25

飽和時間はほとんどの区間で
1～2時間以下、Q/Cはほと
んどの区間で1.0以下、昼間
12時間のうち道路が混雑す
る可能性がある時間帯が1
～2時間（ピーク時間）ある。
何時間も混雑が連続すると
いう可能性は非常に小さい。
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3.５ アクアマリンパーク周辺における津波避難の考え方

3. 小名浜エリアの現状

◆津波浸水区域のうち、避難先まで徒歩で避難できる限界の距離を333m とした外側が避難困難区域。
◆新スタジアム候補地は避難困難区域に該当。

【小名浜地区の避難困難区域（住民説明会資料より）】

（日本海溝・千島海溝周辺海溝型地震に係る津波避難対策説明会【小名浜地区】）
（いわき市災害対策課（R7.7.9 ））

ḁḇḀᶷḨ

ᶹᶿḻḪᴻḳᵣᶮᵬ
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3.５ アクアマリンパーク周辺における津波避難の考え方

◆直近で避難可能な場所としては、津波避難ビルに指定されている「イオンモールいわき小名浜」のみ。
◆他に、地形上標高の高い東側に三崎公園等の津波避難場所が集中しているが、避難方向が海岸線と
並行するため、避難方向としては推奨されていない（花火大会の指示図では「避難不可」とされている）。

【津波ハザードマップ】

（資料：いわき市津波ハザードマップ（令和4年改訂）（いわき市HP））
https://www.city.iwaki.lg.jp/www/contents/1001000003871/index.html

ḁḇḀᶷḨ

【いわき花火大会災害発生時避難指示図】

イオンモールいわき小名浜

3. 小名浜エリアの現状
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3.５ アクアマリンパーク周辺における津波避難の考え方

◆新スタジアム候補地について、最新（令和4年8月31日公表）の津波浸水想定によると、浸水深が最
大5.1mとなっている。

◆「津波浸水想定」の浸水域や浸水深等は、最大クラスの津波が悪条件下において発生した場合の浸水
の区域（浸水域）と水深（浸水深）を設定するもので、避難を中心とした津波防災地域づくりを進め
るためのもの。「浸水深」は、各地の地表面からの水面の高さを示している。

新スタジアム候補地

5.1ｍ
（Max）

（資料：［最新版］津波浸水想定（令和4年8月31日公表）GISデータ（福島県HP））
https://www.pref.fukushima.lg.jp/sec/41045a/tsunami -shinsuisoutei.html

最大5.1ｍ

3. 小名浜エリアの現状

【津波浸水想定について】



４.交通現況調査の概要
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4.1 交通現況調査の概要

４.交通現況調査の概要

◆アクアマリンパークの交通実態把握や新スタジアムへの主要来訪動線の混雑緩和の対策メニュー検討に
向け、以下の９箇所において実施。休日調査を基本に、サッカーの試合開催時間を考慮した調査を実施。

【調査概要・調査箇所】

8.浜岡

5.アクア
マリン

6.辰巳町

スタジアム候補地

7.本町
9.愛宕町

4.小名浜港
1.小名浜港トンネル
（臨海道路２号線）

3.泉町下川（大剣）
（臨海道路１号線）

ø ￼ ¥Ůɞ
ø ¥ Ů Ũť ÈאלÉ

Ŧť ŦŦ È É
ø ¥ ÈŬ ŧŧ É ȽºȘ ¥Ŭ Ů ½ŦŬ ŦŮ

ÈŬ ŧŧ É ȽºȘ ¥Ŧŧ Ŧũ ½ŦŪ ŦŬ
ă Ǣ ǛǊǙ   ǢȽºȘ ǛǊǙ ǛǌǾ¡
ă Ǣ   ǛǵȞȬȔºǡ ȅ Ǌǒ ǛǌǾ¡

2.マリンブリッジ入口

（地理院地図を加工）
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4.2 交通現況調査の内容

◆交差点方向別の自動車、横断歩行者、ピーク時の自動車滞留長、信号現示調査を実施予定。
◆休日は全箇所対象、平日は特に主要なアクセスルートと想定される平方面、小名浜道路方面を対象。

【調査項目・調査内容】

交差点 平日 休日 調査① 調査② 調査③ 調査④ 備考

1.小名浜港トンネル
（十字路）

－ ○ ● ● －
●

調査中1回
★鹿島街道迂回ルート（渋滞想定なし）

2.マリンブリッジ入口
（T字・信号/横断歩道無）

○ ○ ● － － －

3.泉町下川（大剣） － ○ ● － － － ★小名浜道路アクセスルート

4.小名浜港
（Ｔ字路）

○ ○ ● ● ● ★小名浜道路アクセスルート

5.アクアマリン
（十字路）

○ ○ ● ● ●
★平方面（鹿島街道）アクセスルート
※渋滞観測は東西方向のみ

6.辰己町
（十字路）

－ ○ ● ● ●
★平方面（鹿島街道）アクセスルート
※近接のためアクアマリン側の滞留長調査なし

7.本町
（十字路）

○ ○ ● ● ● ★平方面（鹿島街道）アクセスルート

8.浜岡
（十字路）

○ ○ ● ● ● ★平方面（鹿島街道）アクセスルート

9.愛宕町
（十字路）

－ ○ ● ● －
●

調査中1回
★泉方面・大原街道アクセスルート

平日5箇所/休日9箇所とし、滞留長調査箇所・方向を混雑が予想される箇所で実施

①交差点方向別交通量調査：調査対象交差点を通過する車輛の台数を車種別、時間別、方向別に数える
②交差点横断者交通量調査：調査対象交差点を横断する歩行者、自転車の数を時間別、横断箇所別に数える
③滞留長調査：調査対象交差点流入部別、車線別に10分ごとの最大滞留長と通過時間を観測する（ピーク時4時間）
④信号現示調査：滞留長調査時間に合わせ、対象交差点の信号現示を測定する（ピーク時4時間／1時間に1回）

４.交通現況調査の概要



５.WEBアンケート調査
(ハワイアンズスタジアム利用者)
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5.1 WEBアンケート調査の概要

５.WEBアンケート調査

◆新スタジアムでの試合開催時の需要を把握するための基礎調査として、現状での試合観戦者を対象とし
たWEBアンケートを実施。

◆試合会場にて、下記チラシを配布。二次元コードを読み取り、アンケートを回答する形式として実施。
◆来訪者への回収率を上げるため、問い合わせ先及び、協力先として、いわき市、いわきFCによる実施であ
ることを記載。

◆回答結果を踏まえて、新スタジアムでのゲーム開催時の移動シミューレーションを実施予定。

【調査概要】

目的

アンケート
配布対象

アンケート
実施方法

回収目標

実施時期

・既存データでは把握しきれない、来訪者の居住地別来訪手段や、車での
来訪者の平均乗車人員等のスタジアムの来訪状況について把握するため。
・新スタジアム整備後のアクセス方法について、来訪意向を把握するため。

・ハワイアンズスタジアム来訪者

・【スタジアム来訪者】
◎2025年9月20日 水戸ホーリーホック戦

・400サンプル

・ハワイアンズスタジアム来訪者にアンケート回答用の二次元コード記載のチ
ラシを配布

回収数
・445票
※9/28時点

【配布チラシ】
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5.1 WEBアンケート調査の概要

５.WEBアンケート調査

◆5分程度で回答できる簡単な設問内容で構成。

【アンケート項目】

分類 No. アンケート設問文
回答
形式

選択肢案

属性 1 あなたのお住まいを教えてください。 FA 県内（市町村名）/県外（都道府県名）

2 あなたの年代を教えてください。 SA
～10代、20代、30代、
40代・・・・

3 本日はどちらのチームの応援に来ていますか。 SA いわきFC、水戸ホーリーホック、どちらでもない

現スタジアム
について

4 『ハワイアンズスタジアムいわき』への来訪頻度を教えてください。SA 年1～5回、年5～10回、年11以上

5-1 本日の来訪手段を教えてください。 SA
自家用車、送迎、レンタカー、シャトルバス
公共交通（バス、鉄道）、タクシー、
貸切バス、バイク、自転車、徒歩、その他

5-2
「自家用車」または「レンタカー」での来訪とご回答した方にお聞
きします。
1台あたりの乗車人数を教えてください。

SA
1人、2人、3人、4人、5人、
6人、7人、8人以上

新スタジアム
について

6
小名浜港エリアに新スタジアムが整備された場合、希望する来
訪頻度を教えてください。

SA 年1～5回、年5～10回、年11以上

7
小名浜港エリアに新スタジアムが整備された場合、最も利用す
ると思われる来訪手段を教えてください。

SA

自家用車・レンタカー（近隣駐車場・郊外駐
車場とシャトルバス）、送迎、
路線バス、貸切バス、鉄道駅からシャトルバス、
臨時列車（貨物鉄道）、タクシー・バイク、
自転車、徒歩、その他

8

「自家用車またはレンタカー（スタジアム直近の駐車場）」とご
回答した方にお聞きします。
スタジアム直近に駐車できない（郊外駐車場からシャトルバス
等）場合、来訪頻度は変化しますか。

SA
1.増加する 2.変化しない
3.減少する
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5.２ 主な調査結果（速報）単純集計

◆県内県外の来訪者の割合では、約8割が福島県内からの来訪であり、県外からの来訪者は約2割にとど
まっている。

◆県内来訪者の約9割がいわき市に居住しており、その他の地域からの来訪は1割以下。
◆県外からの来訪者の居住地は茨城県が最多で約6割、次いで東京都が約1割となっており、対戦相手の
ホームタウンである茨城県及び関東エリアからの来訪が中心となっている。

５.WEBアンケート調査

福島県

83.8%

福島県以外

16.2%

N=445

属性

【来訪者の県内外の割合】 【県内来訪者の居住市町村】 【県外来訪者の居住都道府県】

約8割が福島県内

9割がいわき市 約6割が茨城県

茨城県

61.1%

東京都

12.5%

埼玉県 

9.7%

千葉県 

5.6%

宮城県 2.8%

群馬県 2.8%

神奈川県 2.8% 長野県 1.4%

福岡県 1.4%

N=72

いわき市

94.9%

郡山市 1.1%

楢葉町 0.5%

須賀川市 0.5%

会津若松市 0.3%

鏡石町 0.3%
広野町 0.3% 南相馬市 0.3%

二本松市 0.3%
富岡町 0.3%
福島市 0.8%
川内村 0.3%

田村市0.3%

N=373
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5.２ 主な調査結果（速報）単純集計

◆来訪者の年齢層では、50代が約3割と最も多く、次いで40代と60代がそれぞれ約2割となっている。
◆来訪者のうち、いわきFCのサポーターが全体の約9割。

５.WEBアンケート調査

属性

いわきFC

90.1%

水戸ホーリーホック

9.4%

どちらでもない 

0.4%

N=445

～10代

3.1%

20代

5.6%
30代 

12.6%

40代 

24.7%50代 

30.3%

60代 

19.1%

70代 

4.3%

80代～ 

0.2%

N=445

【年齢】 【来場者の応援チーム】

40代から60代が
約7割

いわきFCサポーターが
約9割
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5.２ 主な調査結果（速報）単純集計

◆年間の来訪頻度については、年11回以上の回答が約6割と最も多い。
◆来訪者数の約8割が自家用車を利用しており、次いで多い手段としてシャトルバスの利用が約1割を占
めている。

◆1台あたりの乗車人数は2人が最も多く約5割となっており、1台あたりの平均乗車人数は2.3人。

５.WEBアンケート調査

現スタジアムについて

【来訪頻度】 【来訪手段】※複数回答

その他

子どもの車

夫にハワスタまで送って貰い、帰りは友人から自宅まで送って貰います

友人の車に同乗

年11回以上来訪
が約6割

年1～5回

21.3%

年6～10回

18.7%

11回以上 

60.0%

N=445

約8割が自家用車を利用

1人

22.5%

2人

46.9%

3人 

17.9%

4人 

7.9%

5人 

4.6%

6人 0.0%

7人 0.3%
8人以上 0.0%

N=369

82.9%

6.3%

0.0%

0.7%

6.5%

0.7%

12.6%

0.4%

0.4%

0.7%

4.7%

0.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自家用車

送迎

レンタカー

タクシー

公共交通（鉄道）

公共交通（路線バス）

シャトルバス

貸切バス（ツアーバス）

バイク

自転車

徒歩

その他

N=445

平均乗車人数：2.3人

【1台あたりの乗車人数】
※自家用車とレンタカーを利用する方のみ回答
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5.２ 主な調査結果（速報）単純集計

◆新スタジアム整備後の年間の来訪頻度については、年11回以上の回答が約6割と最も多い。
◆新スタジアム整備後の来訪手段では、自家用車利用が最多で約7割、次いで臨時列車が約1割。
◆新スタジアム整備後に近隣駐車場が利用できない場合、来訪頻度が『減少する』と回答した人は約4割、
『変化しない』が約5割となっている。

５.WEBアンケート調査

新スタジアムが整備された場合について

増加する2.1%

変化しない

53.5%

減少する 

44.3%

N=327

自家用車またはレンタカー

（スタジアム直近の駐車場）

73.5%

自家用車またはレンタカー

（郊外駐車場からシャトルバス）

3.4%

スタジアム近くへの送迎 1.6%

路線バス 1.8%

貸切バス（ツアーバス） 0.0%

鉄道駅からのシャトルバス 4.3%

泉駅～小名浜駅間の貨物線を

使った臨時列車 

8.8%

自宅や鉄道駅等からのタクシー・バイク 

0.4%

自転車

2.0%

徒歩3.4%

その他0.9%

N=445

年1～5回

21.8%

年6～10回

14.4%
11回以上 

63.8%

N= 445

【来訪頻度】 【来訪手段】 【スタジアム近隣に駐車できない
場合の来訪頻度】

※自家用車またはレンタカー(スタジアム近隣の
駐車場)をご利用方のみへの質問

年11回以上来訪
が約6割

来訪頻度の“変化
しない“が過半数

変わらず自家用
車利用が最多



６.まとめと振り返り
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６.まとめと振り返り

資 料 項 目 概 要

１. はじめに

⚫ 全４回の議論の枠組みを提示、直近の検討課題である交通処理や津波防災をメ
インテーマに

⚫ ṇ ṇ
ḭ צּ

２. いわきFCの現状
⚫ 震災から20年の節目の年である2031 ṇ

ṇ できるよう様々な検討課題をクリアしていく必要がある

３. 小名浜エリアの現状

⚫ 福島臨海鉄道の移設や鹿島街道の整序化といった様々なインフラ投資を実施し、
複数の集客施設を誘導、陸・海の拠点としての性格を有する

⚫ 各施設の利用者数は近年増加傾向を示すも、いまだ震災の影響が無視できない
状況にあり、将来の集客目標の達成に向けては、新たな起爆剤が望まれる

⚫ 平日の交通混雑度は高くないが、休日の日中に施設利用者が集中するため、休日
のデーゲーム時の交通処理が大きな課題

⚫ 最大5m程度の津波浸水が想定されており、イオンモールいわき小名浜とも連携しな
がらエリアとしての安全性確保について検討

４.交通現況調査の概要
⚫ 平日、休日の両方で調査を行うが、休日の交通処理が大きな課題となることから、

休日の調査内容を充実

５.WEBアンケート調査

⚫ ハワイアンズスタジアムでの観戦者の約8割をいわき市民が占め、来訪頻度も年間
11試合以上観戦する方が約6割（2025年のホームゲームは20試合程度であり、
熱烈なサポーターに支えられる）

⚫ ハワイアンズスタジアムでの観戦者の約8割が自家用車によるアクセスをしており、平
均2.3人/台が乗り合わせている

⚫ 新スタジアム近傍に駐車できない場合、来訪頻度が減少すると回答した人は約4割
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